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別海・標津線空襲

列車はいつ・どこで・どのように

襲撃されたのか？

北海道教育大学釧路校 境 智洋

別海・標津線空襲

境 智洋1 ・山内 崇2

山内 斉3 ・綿引 太介４

１：北海道教育大学釧路校

２：羅臼町立羅臼小学校

３：別海町立別海中央小学校

４：弟子屈町立美留和小学校
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語りつぐ北海道空襲

P337
「釧路鉄道管理局史」には標津線の春別駅付近で機関士
の平野慶吉さんが機銃掃射で死亡したことが記録されて
いる。

春別駅の駅手だった馬篭正之さん（当時38歳釧路町在
住）の証言を得ることができた。
中標津発厚床行きの客貨車が春別駅から出て三、四キロ
の地点で敵機の攻撃を受け機関車が狙われた。上記タンク
が敗れて吹き出す音が駅までも聞こえた。平野機関士が死
亡、機関助手が背中にかすり傷、見張り人の兵士が大腿部
を負傷したが、乗客に被害はなかった。

「空襲警報が出ているときは、機関室に見張り人を乗せるこ
とになっていたんです。機関士の後ろに立って警戒する役
目なんです。私が乗ることになったのですが、丁度兵隊がい
て交代しました。偶然に難を逃れたので忘れることはでき
ませんよ」と語っている。

北海道新聞社
2007年8月15日 菊地 慶一

釧路鉄道管理局史 釧路鉄道管理局
1972年10月14日

P154

7月14日 釧路機関区所属 機関士 平野慶吉
標津線春別ー西別間で運転中機銃掃射で死亡
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道東学序説 道東文化を語る会
2006年8月 菅原真一

P263

次に中春別空襲について述べよう
中春別の菅原タエさんに証言してもらう
「私は当時29歳だった。・・・朝の10時過ぎだったと
思う。いつもなら10時頃中春別から西別へ向かう汽
車がいつまでたっても駅に止まったままだ。・・・駅長
の石岡さんが発車を止めてもう5分様子を見て、も
ういいだろうと判断して発車させた。発車して3分も
経ってない。春別駅のすぐそばの3キロくらい先の
十多郎川の付近で西春別方面から来たグラマンの機
銃掃射を受けた。蒸気タンクが破壊し蒸気が飛び
散った。国鉄機関士の平野慶吉さんが即死、乗客の
中崎さんは客車から降りてヤチに逃げて助かった。
機関助手が背中にかすり傷を負い見張りの兵士が足
を負傷した。お客さんは数十人いたがなんともな
かった」

藤倉弘さん 聞き取り 別海中央小学校 教諭 山内 斉さん
1996年10月

7月15日・・・（中略） ここに（床丹三の川橋梁）ちょうど差し掛かった時に、
東の方、あっちの点々とある雲あるけどもちょうど、あっ

ちの方向に一面に雲がかかっていたわけさ。ずーっと、大
きく。それだもんだから、（艦載機が）雲の中をのってき
てるもんだから、爆音らしい爆音はほとんど汽車のぽっぽっ
ぽていう音で、聞こえなかった。そしたら、雲からでた瞬間に
降りてきたもんだから、車掌さんに爆音とか敵機きたとか言

う暇がないくらい急降下だから。逃げてる余裕もないよね。最初にあたったのは、もう
ちょっと前の方、（汽車が）止まったのが、そこ。橋にきたときにもうあたった。それから止
まるまでの間は、そこ（橋の反対側）まで進んだ。撃たれた機関士さんはね、死んだと思わ
なかった。見た時には。ただそのまま、よしかかっているだけで、全然前にもたれてな
かった。もう一人の方も、倒れてないんだから。それで、兵隊さんが飛び降りた。そしたら
今度、敵機があっちいってしまったし、デッキから見たらそこに一人倒れてるからってこ
とで、そこへ行った。それでもまだ気が付かなかった。死んでるもんだか、生きてるもん
だか。車掌さんが見て、死亡したって確認した。貫通した箇所が２か所、あとえぐられた箇
所が一か所。乗客の人数が少なかったから、山へ逃げたけども、混雑もなく、わずかな人
数だったから逃げれたけども。あれでいっぱいだったら大騒ぎだったわ。貫通するだけ
の勢力だもんな。あの客車のあれ（壁）ぐらいなんも。こんな（鉄橋）に厚くないべ、鉄板と
いうか。このときは、命拾いしました。

床丹三の川橋梁で
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銃撃場所と時刻・状況の証言比較
語り継ぐ北海道空襲 道東学序説 聞き取り

証言者 馬篭正之さん（駅手） 菅原タエさん（住民） 藤倉弘さん（乗客）

証言による
場所

春別駅から３～４キロ 春別駅から３キロ
（十多郎川付近）

春別駅から７～８キロ
（床丹三の川付近）

目撃場所 春別駅 春別駅 列車の中

機関車 蒸気タンクが破れて、吹
き出す音が駅まで聞こ
えた

蒸気タンクが破壊し蒸
気が飛び散った。

春別側で銃撃、その後、
鉄橋付近で停止した

月 日 ７月１４日 ７月１４日 ７月１５日

時 刻 中標津発厚床行の列車 朝の10時過ぎだった

状 況 敵機の攻撃を受け機関
車が狙われた

西春別方面から来たグ
ラマンの機銃掃射を受
けた

（東側を指さして）雲か
ら出た瞬間に降りてき
た

場所・・・・重太郎川周辺・床丹三の川
現地から場所を特定する

時刻・・・・当時の時刻表
どのように

中春別

別海

重太郎川

床丹三の川
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床丹三の川橋梁



2025/7/13

6

西
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銃撃場所と時刻・状況の証言比較
語り継ぐ北海道空襲 道東学序説 聞き取り

証言者 馬篭正之さん（駅手） 菅原タエさん（住民） 藤倉弘さん（乗客）

証言による
場所

春別駅から３～４キロ 春別駅から３キロ
（十多郎川付近）

春別駅から７～８キロ
（床丹三の川付近）

目撃場所 春別駅 春別駅 列車の中

機関車 蒸気タンクが破れて、吹
き出す音が駅まで聞こ
えた

蒸気タンクが破壊し蒸
気が飛び散った。

春別側で銃撃、その後、
鉄橋付近で停止した

月 日 ７月１４日 ７月１４日 ７月１５日

時 刻 中標津発厚床行の列車 朝の10時過ぎだった

状 況 敵機の攻撃を受け機関
車が狙われた

西春別方面から来たグ
ラマンの機銃掃射を受
けた

（東側を指さして）雲か
ら出た瞬間に降りてき
た

場所・・・・床丹三の川 （ほほ確実）
時刻・・・・いつ（？）、朝の１０時頃 （？）
どのように・・・・銃弾の方向から探る
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東側

西側
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東側

西側

10°

６°

少なくとも１発は、北北東の方向・低い位置
から銃撃している
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銃撃場所と時刻・状況の証言比較

語り継ぐ北海道空襲 道東学序説 聞き取り

証言者 馬篭正之さん（駅手） 菅原タエさん（住民） 藤倉弘さん（乗客）

証言による
場所

春別駅から３～４キロ 春別駅から３キロ
（十多郎川付近）

春別駅から７～８キロ
（床丹三の川付近）

目撃場所 春別駅 春別駅 列車の中

機関車 蒸気タンクが破れて、吹
き出す音が駅まで聞こ
えた

蒸気タンクが破壊し蒸
気が飛び散った。

春別側で銃撃、その後、
鉄橋付近で停止した

時 刻 中標津発厚床行の列車 朝の10時過ぎだった

状 況 敵機の攻撃を受け機関
車が狙われた

西春別方面から来たグ
ラマンの機銃掃射を受
けた

（東側を指さして）雲か
ら出た瞬間に降りてき
た

場所・・・・床丹三の川 （ほほ確実）
時刻・・・・朝の１０時頃 （？）
どのように・・・・１発は北北東低い位置から銃撃

アメリカ報告書から探る・・・・

アメリカ軍 北海道空襲の報告書「Action Reports」

作戦の日時は1945年７月14日
部隊が発進した位置は北緯41度00分 東経143度27分（襟裳岬沖100km)
母艦(ハンコック）を発進した時刻は04時00分
母艦に帰還した時刻は08時30分
当初の任務は、道東への炎上掃討。
部隊を編成しているのは、Ｆ６Ｆー５ヘルキャット８機の戦闘機隊(ロケット
弾を６発ほど装備している。)と、Ｆ４Ｕ－４コルセア４機の戦闘爆撃機隊
(４機にロケット弾を４発ほど装備している。)である。
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攻撃の目標は臨機目標に変更された。目標の上空へ到達した時間は05時45
分である。目標は明確であった。霧がかかっていた。
※出発4:00 ※目標到着 5:45（１時間45分） ※帰還８：３０

１ 計根別飛行場東の機関車 (大破)
２ 計根別飛行場の南東・北東の掩体壕 (効果不明)
３ 標津第一飛行場の燃料車…４台 (効果不明)
４ 標津第一飛行場の南東側の建物群 (効果不明)
５ 標津第一飛行場の兵舎群 (効果不明)
６ 西春別飛行場の有蓋掩体壕 (効果不明)
７ 標津第2飛行場の自動車 (効果不明)
８ 茶志骨の町の各種建物 (製材所で火災発生)
11 標津第2飛行場の格納庫 (大破、炎上)
12 標津第一・第2飛行場貨物地区 (中破)
13 貨物地区の機関車 (中破)
14 標津・計根別間の列車 (中破)
15 別海の機関車 (破壊、機関車一両が爆発)
16 別海の小型船 (大破、炎上)
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13 貨物地区の機関車 VBF－6（1） 機銃掃射 (中破)
14 標津・計根別間の列車 VBF-6(2) 機銃掃射 (中破)
15 別海の機関車 VBF-6(2) 機銃掃射 (破壊、機関車一両が爆発)

16 別海の小型船 VBF-6（4） 機銃掃射(大破、炎上)

ヴォードF4U-4（コルセア）
（1944年10月初飛行）

     

最大速度 718km/h
主翼内に12.7mm機銃を片翼3艇

（鉄橋の穴 12mm）
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400km(最速35分で帰還）

離陸 4:00
帰還 8:30

目標到達
5:45

5:45～7:50まで
滞空可能

銃撃場所と時刻・状況の証言比較
語り継ぐ
北海道空襲

道東学序説 聞き取り アメリカ
報告書

証言者 馬篭正之さん（駅手） 菅原タエさん（住民） 藤倉弘さん（乗客）

証言による
場所

春別駅から３～４キロ 春別駅から３キロ
（十多郎川付近）

春別駅から７～８キロ
（床丹三の川付近）

目撃場所 春別駅 春別駅 列車の中

機関車 蒸気タンクが破れて、
吹き出す音が駅まで聞
こえた

蒸気タンクが破壊し蒸
気が飛び散った。

春別側で銃撃、その後、
鉄橋付近で停止した

別海の機関車 (破壊、
機関車一両が爆発)

時 刻 中標津発厚床行の列車 朝の10時過ぎだった 5:45（空母から１時間45
分）帰還が8:30（性能的に
7:50まで可能）なので、
7:00頃には空母に帰還と
考える

状 況 敵機の攻撃を受け機関
車が狙われた

西春別方面から来たグ
ラマンの機銃掃射を受
けた

（東側を指さして）雲か
ら出た瞬間に降りてき
た

VBF-6（F4U－４ コ
ルセア） ２機

場所・・・・床丹三の川 （ほほ確実）
時刻・・・・5:45～7：00の間
どのように・・・・１発は北北東低い位置から銃撃

機関車に命中、２機が旋回し12.7mm機銃で機銃掃射を行う
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場所・・・・床丹三の川 （ほほ確実）
時刻・・・・5:45～7:00の間
どのように・・・・１発は北北東低い位置から銃撃
機関車に命中、２機が旋回し12.7mm機銃で機銃掃射を行う

菅原証言・・・いつもなら10時頃中春別から西別へ向かう汽車がいつまでたって
も駅に止まったままだ。・・・駅長の石岡さんが発車を止めてもう5分様子を見
て、もういいだろうと判断して発車させた。

根室空襲 根室空襲研究会
根室空襲研究会編（1993年）

空襲によって，亡くなった方の死亡診断者や
被害者名簿には被災場所及び時間が記載

平野慶助（当時41歳）
別海村平線鉄道7月14日（午前6時45分頃）

と記載されている。

場所・・・・床丹三の川 （ほほ確実）
時刻・・・・5:45～7:00の間 ６時45～５０分の可能性
どのように・・・・１発は北北東低い位置から銃撃
機関車に命中、２機が旋回し12.7mm機銃で機銃掃射を行う
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アメリカ軍 北海道空襲の報告書「Action Reports」
１枚の写真

VBF-6分隊 計根別の東１０マイルで機関車を爆破した

1948年５月７日 USA
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銃撃場所と時刻・状況の証言比較
語り継ぐ
北海道空襲

道東学序説 聞き取り アメリカ
報告書

証言者 馬篭正之さん（駅手） 菅原タエさん（住民） 藤倉弘さん（乗客）

証言による
場所

春別駅から３～４キロ 春別駅から３キロ
（十多郎川付近）

春別駅から７～８キロ
（床丹三の川付近）

目撃場所 春別駅 春別駅 列車の中

機関車 蒸気タンクが破れて、吹
き出す音が駅まで聞こ
えた

蒸気タンクが破壊し蒸
気が飛び散った。

春別側で銃撃、その後、
鉄橋付近で停止した

別海の機関車 (破壊、
機関車一両が爆発)

時 刻 中標津発厚床行の列車 朝の10時過ぎだった 5:45（空母から１時間45
分）帰還が8:30なので、
6:45から7:00頃には空
母に帰還と考える

状 況 敵機の攻撃を受け機関
車が狙われた

西春別方面から来たグ
ラマンの機銃掃射を受
けた

（東側を指さして）雲か
ら出た瞬間に降りてき
た

VBF-6（F4U－４ コ
ルセア） ２機

場所・・・・床丹三の川橋梁（中春別側で被弾 橋を過ぎて停車）
時刻・・・・６：４０～６：５０の間
どのように・・・１発は北北東低い位置から銃撃
機関車に命中、２機が旋回し12.7mm機銃で機銃掃射を行う

「別海・標津線空襲は，7月14日午前６時40分頃，中春
別を発った混合40列車が，床丹三の川に架かる鉄橋
付近で北東方向から急降下してきた2機のヴォード・コ
ルセアの低空からの機銃掃射にあい，平野機関士が殉
職した。C12型機関車は大破した。」

現在
床丹3の川鉄橋は以下の通り文化遺産として保存されています。

認定区分 有形文化財
かな名称 きゅうこくてつしべつせんとこたん3のかわてっきょうべいぐん
くうしゅうあと
認定年月日 平成30年2月28日
所在地 別海町別海18番41先
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2017年に田中まことさんから1通のメールが届き、米軍により作成された戦

闘行動調書 米国国立公文書館蔵 Record Group 38, 370/44/25/7: 

Box 342の提供を受けました。その後、米軍により撮影された機関車銃撃現場

写真：米国国立公文書館蔵 Record Group 38, 370/44/25/7: Box 

342の提供を受け、さらに状況の把握が進むことができました。8年が経ち、

やっとまとめることができたことに心より感謝申し上げます。
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